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平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
23
日
か
ら
3
月

26
日
ま
で
の
32
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
22
年
度
各
種
会
計
当
初
予

算
を
は
じ
め
、
条
例
制
定
や
改
正
、
平
成
21
年
度
各
種

会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
59
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
比
２
・
４
％
増　

当
初
総
額

1,099
億
円

積
極
的
予
算
配
分
可
決

第１回定例会
平
成
22
年
度
ス
タ
ー
ト

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

の使いみち

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

歳

入

歳

出
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■平成２２年度当初予算の主な新規事業
蛇田支所等複合施設建設事業費 １３００万円
休日子育て相談事業費 ４５万円
牡鹿中学校大規模改造事業費 ２億２３３１万円
石巻専修大学地域連携事業費補助金 １０００万円
まちなか実験室事業費 ７０万円
太陽光発電普及促進事業補助金 １７５０万円
植物工場企業誘致実施計画策定業務委託料 ３５０万円
高齢者向け優良賃貸住宅供給促進事業整備費補助金
 ６７３０万円
子ども医療対策費 ３億４０９１万円
子ども手当て費 ２９億３１１１万円
総合運動公園建設推進費（公園整備工事等）
 １８億２１８９万円
（仮称）市民ホール建設推進費 ５００万円
（仮称）地域交流センター建設推進費 ５００万円

歳 入
626.6億円

地方譲与税
7.4（1.2％）

市税
175.2（28.0％）

その他
46.9（7.5％）

地方交付税
203.3（32.4％）

国庫支出金
75.0（12.0％）

市債 
64.4 

（10.3％）

県支出金 
35.0（5.6％）

各種交付金 
19.4（3.0％）

依存財源
404.5（64.5％）

 自主財源
 222.1
（35.5％）

会 計 区 分 予算額
（千円）

前年度比
（％）

一般会計 62,660,000 3.1

特　
　
　
　

別　
　
　
　

会　
　
　
　

計

土地取得 1,674,928 911.4

診療所事業 631,191 ▲ 19.2

おしかホエールランド事業 48,999 ▲ 6.4

水産物地方卸売市場 638,825 100.4

駐車場事業 24,719 ▲ 8.1

下水道事業 7,292,604 ▲ 15.3

漁業集落排水事業 19,617 0.3

農業集落排水事業 406,358 ▲ 32.4

浄化槽整備事業 62,288 5.8

国民健康保険事業 18,238,611 ▲ 1.7

後期高齢者医療 1,561,412 17.1

老人保健医療 4,338 ▲ 91.2

介護保険事業 10,420,617 4.5

病院事業会計 6,215,285 3.8

合　　　計 109,899,792 2.4

〈一般会計予算の内訳〉

歳 出
626.6億円

民生費
183.2
（29.2％）

総務費
75.4（12.0％）

衛生費 
73.1（11.7％）

土木費 
69.9（11.2％）

教育費 
66.3（10.6％）

消防費 
30.0（4.8％）

農林水産業費
18.2（2.9％）

商工費
14.6（2.3％）

その他
9.9（1.6％）

公債費
86.0（13.7％）

■平成22年度各種会計のあらまし

単位：億円

単位：億円

平成２２年度  一般会計予算

626億6千万円 
ど
う

 

活
か
す

▲防災公園を整備する総合運動公園
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　２月定例会において、亀山市長初となる
平成22年度の施政方針演説が行われました。
　この施政方針に対する質疑は、３月１日と
２日の両日、各会派の代表６人により行われ
ました。
　その中から、いくつかの質疑と答弁の要旨
を紹介します。

　市民が、豊かな自然環境の中で、このまちに
住むことに誇りを持ち、健康で楽しい、充実し
た人生を送ることのできる舞台をつくるため、
「対話」「連携」「行動」の３つの言葉をキー
ワードに、生活者の目線で市民のためのまちづ
くりを進めて行く。

　

大
学
教
授
で
あ
っ

た
市
長
の
教
育
論
が

あ
っ
て
こ
そ
、
政
策
提
起
は

輝
く
と
考
え
る
。
市
長
の

「
確
か
な
学
力
も
含
め
た
教

育
論
」
と
は
。

市長の決意

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
役
所
新
庁
舎
を
協
働
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
開
放
ス
ペ

ー
ス
を
生
か
し
て
市
民
活
動
を
推
進
す
る
。

未
来
を
担
う
青
少
年
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

個
性
と
創
造
性
、
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
目
指
し
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
。

　

市
立
高
等
学
校
の
統
合
を
進
め
る
と
と
も
に
、
石
巻
専
修

大
学
と
地
域
の
連
携
を
支
援
す
る
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

自
動
車
、
食
品
製
造
の
関
連
産
業
を
中
心
に
企
業
誘
致
に

努
め
る
。

　

太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
や
植
物
工
場
の
誘
致
に
も
力
を

入
れ
、
市
独
自
の
技
術
開
発
、
新
産
業
の
創
出
に
取
り
組
む
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

食
を
生
か
し
て
「
元
気
な
石
巻
」
を
推
進
す
る
。

　

医
療
体
制
を
強
化
し
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

　

保
育
所
の
整
備
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
を
図
る
。

　

高
齢
者
と
障
害
者
福
祉
の
環
境
を
整
備
す
る
。

環
境
と
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

環
境
保
全
の
啓
発
を
強
化
す
る
。

　

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
を
毛
利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
博
物

館
機
能
施
設
と
す
る
。

　

齋
藤
氏
庭
園
の
施
設
整
備
を
進
め
る
。

地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

　

空
き
店
舗
の
活
用
、
ま
ち
な
か
実
験
室
な
ど
で
中
心
市
街

地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
。

　

離
島
の
定
住
自
立
促
進
策
を
推
進
す
る
。

　

各
地
区
の
住
民
バ
ス
等
の
運
行
を
支
援
す
る
。

新
た
な
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
構
築
す
る
地
域
自

治
シ
ス
テ
ム
と
は
。

【
施
政
方
針
演
説
の
要
旨
】

会派代表質疑

施政方針をただす

新
た
な
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
と
は

Ｑ
今
年
度
中
に
素
案
を
ま
と
め
る

Ａ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
市
長
の
教
育
論
は

Ｑ
粘
り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切

Ａ
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新
た
な
雇
用
機

会
を
創
出
す
る
重

点
分
野
雇
用
創
出
事
業
と

は
。

医
療
・
介
護
・

年
金
と
い
っ
た
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
崩
壊
が

叫
ば
れ
る
現
状
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

元
石
巻
専
修
大
学

理
工
学
部
教
授
と
し

て
、
環
境
科
学
を
専
門
と
し

て
い
た
市
長
だ
か
ら
こ
そ
、

特
に
環
境
分
野
で
の
指
導
力

を
期
待
す
る
が
。

市
域
が
拡
大
し
た

こ
と
に
よ
り
、
同
じ

市
で
あ
り
な
が
ら
も
地
域
間

格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
の
市
長
の
認
識
は
。

▲生きがいディサービス（大街道地区）のみなさん

▲まちなか実験室▲広範な市域の地域づくりは

新
た
な
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
と
は

Ｑ
介
護
・
医
療
・
農
林
・
環
境
な
ど

Ａ
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
に
対
す
る
市
長
の
認
識
は

Ｑ
介
護
は
施
設
入
所
待
機
者
対
策
が
大
き
な
課
題

Ａ

均
衡
あ
る
市
域
発
展
に
対
す
る
市
長
の
認
識
は

Ｑ
地
域
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

Ａ
環
境
科
学
が
専
門
の
市
長
に
期
待
す
る
が

Ｑ
科
学
の
世
界
に
目
を
向
け
、
地
域
を
愛
し
て
ほ
し
い

Ａ
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自
主
防
災
組
織
の

現
状
は
。

　

石
巻
港
大
型
客
船

誘
致
協
議
会
の
設
置

目
的
は
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
今
後
の
見

通
し
は
。

　

他
の
自
治
体
と
の

優
位
性
と
制
度
の
周

知
方
法
は
。

総務企画

地
域
防
災
活
動
に
つ
い
て

環境福祉

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

建　設

大
型
客
船
誘
致
に
つ
い
て

産経教育

企
業
誘
致
優
遇
制
度
に
つ
い
て

▲自主防災組織による訓練

▲埋立処分場（大衡山）

▲業務用団地「石巻トゥモロービジネスタウン」

各
委
員
会
の
質
疑
応
答

▲来港予定の「にっぽん丸」




